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中学生議員が
身近な問題について行政に質問!!
第17回 中学生議会

　7月11日、中学生議会が開催され、

選出された中学生議員が橋本選管委員

長から当選証書を付与された。

秋
あ き

山
や ま

　丈
じょう

　議長 福
ふ く

原
は ら

　佑
ゆ う

聖
せ い

　書記

山
や ま

田
だ

　悠
ゆ う

人
と

　議員

北
き た

川
が わ

　和
か ず

真
ま

　議員

　町のいろいろな取り組みに
は、税金が使われていると聞
きました。甲良町民はどのよ
うな税金を納めているので
しょうか。納められた税金は、
どのようなことに使われてい
るのでしょうか。

　空き家を利用して、民泊を

行ったり、他地域からの移住

者に住んでもらったりするな

ど、町として空き家を活用す

るお考えはあるのでしょうか。

福
ふ く

原
は ら

　彩
あ

夢
ゆ

　議員

宮
み や

川
が わ

　陽
ひ

那
な

夕
た

　議員

　ふるさと納税の返礼品とし

て準備してあるものはどんな

ものでしょうか。ふるさと納

税で集まったお金は、何に使

われているのでしょうか。

　町民同士の絆を深めたり、

楽しみとなったりするイベン

トが町内であるといいと思う

のですが、甲良町全体で行っ

ているイベントはあるので

しょうか。

村
む ら

岸
ぎ し

　快
か い

音
と

　議員

川
か わ

上
か み

　浬
り

央
お

　議員

　町内の避難所はどれだけの

人が避難することを想定され

ているのでしょうか。また、

避難所にある物資には、どの

ようなものがあるのでしょう

か。

　放課後や休みの日など、友

だちと遊ぶのに町内にある公

園をよく利用しているのです

が、公園の掃除は誰がしてく

れているのでしょうか。
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山
や ま

田
だ

　聖
せ

央
お

　議員

鋒
ほ こ

山
や ま

　挺
な お

将
ゆ き

　議員

　毎日、生活する中で、ごみ

のポイ捨てが気になっていま

す。町として、どう思ってお

られますか。また、ポイ捨て

をする人への具体的な対処策

はあるのでしょうか。

　町内には他の地域に比べて、
商業施設が少ないと思います。
飲食店やコンビニエンススト
アなどが増えると、町外の人
も来てくれると思うのですが、
町としてはどのようにお考え
でしょうか。

中
な か

村
む ら

　凰
お う

珂
か

　議員

川
か わ

並
な み

　永
と

和
わ

　議員

　全国的に少子高齢化が進ん
でいますが、甲良町では、そ
の対策として具体的にどのよ
うなことをされているので
しょうか。人口減少対策とし
て、他の町との合併などは考
えていないのでしょうか。

　町内には甲良中学校以外の
中学校に進学する人もおり、
中学卒業後の進路も人によっ
て様々です。そこで、町内の
学生同士の交流を図るために
図書館で勉強会を開いてもら
えないでしょうか。

池
い け

田
だ

　琉
る

煌
き ら

　議員

岡
お か

林
ばやし

　彩
ひ さ

翔
と

　議員

　甲良町は自然豊かだと思い
ます。その自然を楽しめるよ
うな公園を作るのはどうで
しょうか。併せて、雑木林や
生き物などの甲良町の自然に
ついて学べる場があるといい
と思います。

　町政について、お伺いしま

す。私たち町民の声は町政に

届いているのでしょうか。ま

た、どのような形で町民の声

が届いているのでしょうか。

　地域愛や思いやりにあふれる素晴らしい内容の質問が

たくさんあり、堂々と自分たちの考えや思いを伝えてい

る姿が見られました。
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9月
定例会決算決算ををチェックチェック

令和6年9月定例会が、9月5日から9月24日までの会期で開催された。

令和5年度の決算は、予算・決算常任委員会に付託され、審査が行われた。

〇委員会開催日　令和6年9月10日、11日（2日間）　〇委員長　西川　誠一　〇副委員長　木村　誠治

予算・決算常任委員会　Q＆A
税収の安定的な確保は重要だが、

収入未済についての考えや、ど

こに力点を置いて財政運営を行

うのか。

Q 収入における町税の依存率は3割だが、安定

的な収入としてそれをきっちり押さえていく

ことと、適切な規模での歳出を行うことの2

点である。

A

住宅費の住宅新築資金等貸付事

業費の弁護士業務委託327万円

について、今までのやり方を継

続していくのか。

Q 個々のケースがあり、早期解決をしていきた

いが、次の代に移ると相続放棄なども発生し

ていくことから、連帯保証人で払う意思のあ

る場合は、その割合で和解を進めていきたい。

A

2,917万円

1,126万円

7,626万円

3,206万円

燃料購入券(10,000

円分／世帯、子育て世

帯には追加5,000円

分)を町内世帯に配布

せせらぎの里のPOS

（販売時点情報管理）

レジ更新により業務効

率化、売上／在庫管理

の精度向上

電力・ガス・食料品等

の価格高騰による負担

増を踏まえ、家計への

影響が大きい世帯へ

プッシュ型給付

(30,000円／世帯)

降雪量増加への対応

（前年比42.4％増額） 

・交通の確保、経済

活動の維持・生活の安

全、防災対策・地域コ

ミュニティの活性化

（意見等）

　戸籍住民基本台帳費のマイナンバーカード普及促進事業356万円について、返還の数と利用者数は

との問いに、返還はないが、保険証の利用率は、令和6年度で、国保が8.86％で、後期高齢が5.6％

であるとのことであった。国の事業で各市町が負担を担っているが、わかりやすく町民に説明をするよ

うにとの意見があった。

　また、健康診査を受けてもらうために、今健康に留意するとお金やかけがえのない時間等が、お得に

なるというようなセミナーや広報などアプローチの仕方を変えてみてはとの意見があった。

主な歳出事業

燃油価格高騰対策支援事業

せせらぎの里管理事業

価格高騰対策支援給付金交付事業

除雪委託
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決算審査指摘事項 〇実 施 期 間　8月5日、6日、9日

〇代表監査委員　上野　安德

〇議選監査委員　木村　修

審  査  意  見
① 歳入決算における自主財源構成比は、一般会計ベースによると29.2％と前年度（27.8％）に

比べて1.4ポイント高くなったが、同級他団体に比べ低い状態が続いており、今後は更に税や

使用料を確実に徴収すると共に、納付督促や納付意識の向上等に努め、収入確保に最大限の努

力をされたい。

② 令和4年4月に過疎指定がされ、「過疎地域持続的発展計画」の策定に伴い、令和5年度におい

ては、合計1億370万円の過疎対策事業債の発行がされた。起債償還のバランスを考慮しつつ、

今後もしっかり見極め、活用されたい。　また、生活に身近な分野の重点施策を選定し、限ら

れた財源の重点的・効率的な配分や不要な事業見直し等による歳出削減に職員が一丸となって

取り組まれたい。

③ 令和9年度には国民健康保険料（税）が統一され、県民すべてが同じ保険料の算定になる予定だ

が、本町は現在の保険料から比較すると負担増となる。統一方式に向け、国への公費負担の充

実の要望や国保運営基金の確保が必要となるので、万全に望んでいただきたい。また、引き続

き確実な滞納整理を推進されたい。

令和5年度　各会計別歳入歳出決算状況
 （単位：万円）

会計別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

一般会計 41億3,056 39億4,608 1億8,448

国民健康保険特別会計 9億3,273 9億1,807 1,466

墓地公園事業特別会計 102 23 79

介護保険事業特別会計 10億416 9億7,580 2,836

後期高齢者医療事業特別会計 9,071 8,867 204

水道事業会計 1億8,409 1億6,056 2,353

下水道事業会計 3億3,698 3億1,247 2,451

 ※決算額は、千円の位を四捨五入して計上しています。

審議結果

賛　　否

議　　　員　　　名 議長

結果福
原

木
村
誠

藤
居

山
田

小
森

西
川

野
瀬

木
村
修

西
澤

丸
山

一般会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

認定

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

墓地公園事業特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

水道事業会計歳入歳出決算並びに事業報告の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

下水道事業会計歳入歳出決算並びに事業報告の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

 【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】
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般一
質 問
町政のここが知りたい!

聞きたい!
　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

◎印の質問を掲載しています。

審議結果 令和6年9月　定例会 9月5日～ 9月24日

報　　　　　　　　告
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）

財政健全化判断比率の報告について

水道事業会計資金不足比率の報告について

下水道事業会計資金不足比率の報告について

全　　員　　賛　　成
税条例の一部を改正する条例

手数料徴収条例の一部を改正する条例

一般会計補正予算（第３号）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

墓地公園事業特別会計補正予算（第１号）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

水道事業会計補正予算（第１号）

下水道事業会計補正予算（第１号）

和解につき、議決を求めることについて

教育委員会教育長の任命につき、同意を求めることについて　　　　　　　　　　　　 青山　繁氏（豊郷町）再任

教育委員会委員の任命につき、同意を求めることについて　　　　　藤　真照氏（在士）、小島　つや子氏（在士）

高等教育の無償化等に関する意見書（案）

教員の長時間労働の抜本的改善を求める意見書（案)

賛否がわかれたもの

議　　　員　　　名 議長

結果福
原

木
村
誠

藤
居

山
田

小
森

西
川

野
瀬

木
村
修

西
澤

丸
山

国民健康保険条例の一部を改正する条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● － 可決

 【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】

高等教育の無償化等に関する意見書

教員の長時間労働の抜本的改善を求める意見書

１、授業料無償化を目指し、直ちに国の助成で

　　国公私立全ての授業料（大学・短大・専門学校）を半額にすること。

２、大学・短大・専門学校の入学金をなくすために、国は必要な措置を取ること。

３、本格的な給付奨学金制度をつくること。

４、国が拠出して、貸与奨学金の返済を半額免除すること。

１、学校の業務量に見合った教職員配置をすること

２、勤務時間の管理と時間外勤務を規制するために、教員にも時間外手当を支給すること

３、これらを実現すべく教育予算を増額すること
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般一
質 問
町政のここが知りたい!

聞きたい!
　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

◎印の質問を掲載しています。

ページ 質問事項 質問議員

8 ◎中学校社会[歴史的分野]の教科書採択について 木
き

村
むら

　誠
せい

治
じ

9

◎町内児童、生徒の学力について

・ 通園バス置き去り防止対策について

◎ 個別避難計画について

・ 産業集積地の活用について

野
の

瀬
せ

　欣
よし

廣
ひろ

10

・ 町民の健康増進のために汚染物質除去を

◎ 高齢者、障がい者等の安全な移動のために

◎ 尼子駅周辺の住宅地確保事業について

・ 学校体育館の熱中症対策について

・ 南海トラフ地震への備えを問う

西
にし

澤
ざわ

　伸
のぶ

明
あき

11

◎ ６月議会で質問した身体障害者手帳４級保持者の医療費負担の　

廃止について

◎ 議会での議員質問に対する検討事項や協議事項の進捗管理等につ

いて

福
ふく

原
はら

　　守
まもる

12

・ 住民サービスについて

◎ハラスメントについて

◎ 障害者差別解消法の推進について

山
やま

田
だ

　光
みつ

義
よし

13

◎地域防災について

・ 農業施策について

・ 県と市町の連携による産業用地開発事業について

藤
ふじ

居
い

　吉
きち

也
や
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木村　誠治 議員

一般質問問 中学校社会教科書
　 採択の仕組みは
答  教科用図書採択協議会の
　　　　　　　　選定結果に基づく

問 

中

学

校

社

会
[

歴

史
的
分
野
]
の
教
科
書

は
、
2
0
1
3
年
か
ら

2
0
2
4
年
ま
で
の
12
年

間
、
東
京
書
籍
の
採
択
が

継
続
し
て
い
た
。
中
学
校

社
会
の
教
科
書
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
、
誰
が
、
ど

う
い
っ
た
理
由
で
採
択
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答 
教
科
書
の
採
択
は
市
町

教
育
委
員
会
が
行
い
、
県

内
の
採
択
地
区
ご
と
に
協

議
会
を
設
置
す
る
必
要
が

問 

採
択
に
際
し
て
の
評

価
観
点
と
採
択
に
至
っ
た

理
由
は
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

自
我
形
成
の
た
め
の
歴
史

教
育
と
い
う
観
点
、
生
徒

た
ち
が
自
己
肯
定
感
を
高

め
ら
れ
る
と
い
う
観
点
は

重
要
だ
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

答 

評
価
観
点
は
、
①
「
知

識
及
び
技
能
に
つ
い
て
」、

②
「
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
に
つ
い
て
」、
③

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間

性
等
」
の
3
つ
に
分
け
ら

れ
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
使

い
や
す
さ
と
い
う
観
点
か

ら
も
評
価
し
て
い
る
。
歴

史
的
教
育
と
い
う
観
点
か

ら
と
い
う
よ
り
も
教
科
横

断
的
に
、
ま
た
教
育
活
動

全
体
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
自
我
形
成
や

自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

あ
る
。
本
町
は
、
彦
根
市
・

多
賀
町
・
豊
郷
町
・
愛
荘

町
で
第
4
地
区
教
科
用
図

書
採
択
協
議
会
を
設
置
。

教
育
委
員
会
は
、
こ
の
協

議
会
の
選
定
結
果
に
基
づ

き
、
本
会
議
で
教
科
書
の

採
択
を
審
議
す
る
。
こ
れ

は
社
会
科
の
教
科
書
の
み

な
ら
ず
全
て
の
教
科
書
が

対
象
で
、「
義
務
教
育
諸
学

校
の
教
科
用
図
書
の
無
償

措
置
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
く
手
続
き
で
あ
る
。

る
。
第
4
地
区
教
科
用
図

書
採
択
協
議
会
の
議
事
録

が
彦
根
市
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
る
。

問 

採
択
に
際
し
て
の
評
価
観
点
は

答  

大
き
く
３
～
４
つ
の
観
点
か
ら
評
価

こうら議会だより  第108号
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野瀬　欣廣 議員

一般質問問 町内児童・生徒の
　　　　　　　学力は
答  滋賀県の平均を下回っているが、
　 　　学力向上に向けての事業を進めている

問 

小
学
6
年
生
と
中
学

3
年
生
の
学
力
試
験
が
実

施
さ
れ
、
滋
賀
県
は
全
科

目
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た

が
、
町
内
の
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
の
た

め
に
進
め
て
い
る
事
業
は

何
か
。

　

学
力
向
上
だ
け
で
な
く

他
人
を
思
い
や
る
心
、
命

を
大
切
に
す
る
学
習
を
開

催
し
て
い
る
か
。

答 

全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
は
、
小
学
校
は

県
平
均
を
下
回
り
そ
の
差

が
広
が
っ
た
。
中
学
校
も

県
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
が
、

問 

最
近
地
震
の
頻
度
が

多
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

る
。
こ
う
い
う
状
況
の
中

で
、
高
齢
者
な
ど
支
援
の

必
要
な
方
の
避
難
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
国
は
災
害

の
際
に
自
力
で
避
難
が
難

し
い
人
に
つ
い
て
、
福
祉

医
療
関
係
者
と
と
も
に
個

別
避
難
計
画
を
立
て
る
よ

う
に
求
め
て
い
る
。
本
町

の
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答 

避
難
行
動
支
援
者
の
台

帳
に
つ
い
て
、
申
し
出
の
方

は
、
で
き
て
い
る
。
毎
年
更

新
を
行
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
誰
が
支
援
す
る
の
か
、

ど
こ
に
避
難
す
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
な

の
か
、
避
難
行
動
を
ど
の

よ
う
に
取
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
具
体
的
計
画
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
作
成
で
き
て
い
な

い
。

そ
の
差
は
縮
ま
る
結
果
と

な
っ
た
。
特
に
記
述
式
の
問

題
の
回
答
率
が
低
く
、
課

題
と
考
え
て
い
る
。

　
株
式
会
社
ト
ラ
イ
グ

ル
ー
プ
に
委
託
し
、
4
歳
・

5
歳
・
小
学
校
1
年
の
子

供
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
学
力
向
上
事
業
を
開

始
し
た
。
知
育
教
材
を
活

用
し
た
学
習
指
導
を
実
施

し
て
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ

や
充
実
感
を
実
感
で
き
る

よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
学
校
で
は
道
徳
の
授

業
を
実
施
し
、
命
や
仲
間
、

自
立
、
社
会
生
活
で
の
規

範
意
識
の
学
習
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
重
度
の
障
害
の

あ
る
方
等
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
専
門
職
と
の
連
携
、

専
門
車
両
、
ヘ
ル
パ
ー
の
手

配
な
ど
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
専
門
職
と
十
分
調

整
、
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

問 

個
別
避
難
計
画
の
策
定
は

答  

ま
だ
完
成
し
て
い
な
の
で
、

 

専
門
職
な
ど
と
連
携
し
て
進
め
る
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一般質問

西澤　伸明 議員

問 シニアカーなど、
　　安全走行のため講習会を
答  関係機関と連携し検討したい

問 

高
齢
者
等
電
動
車
椅

子
の
公
道
走
行
に
お
け
る

安
全
確
保
の
た
め
、
ぜ
ひ

講
習
会
を
開
い
て
ほ
し
い

と
の
要
望
を
聞
い
た
。
関

係
機
関
と
連
携
し
て
実
施

し
て
は
ど
う
か
と
思
っ
て

い
る
。
方
向
指
示
器
が
出

て
い
な
か
っ
た
り
、
真
ん

中
を
走
っ
て
い
た
り
、
危

な
い
様
子
を
見
る
こ
と
が

あ
る
。
ぜ
ひ
検
討
を
。

問 

造
成
販
売
ま
で
を
町

が
手
掛
け
、
安
い
値
段
で

売
ろ
う
と
す
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
点
で
工
夫
が
必
要

と
な
る
。

　

ま
た
、
町
が
投
入
す
る

費
用
は
、
大
変
膨
大
に
な

る
と
思
う
。
起
債
を
張
る

に
し
ろ
、
町
財
政
の
負
担

は
他
の
施
策
を
圧
迫
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

ど
の
ぐ
ら
い
の
財
政
規
模

に
な
る
の
か
。

　

宅
地
の
需
要
予
測
や
事

業
の
賛
否
の
た
め
、
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答 
現
在
、
事
業
費
な
ど
を

様
々
な
パ
タ
ー
ン
で
想
定
し

な
が
ら
算
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
確
定
的
な
も
の

は
な
い
。
用
地
買
収
を
ど

の
程
度
の
金
額
で
で
き
る
の

か
、
低
く
抑
え
れ
ば
抑
え

答 

特
に
シ
ニ
ア
カ
ー
に
つ

い
て
は
高
齢
者
や
長
距
離

の
歩
行
が
困
難
な
方
が
多

く
使
用
さ
れ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

長
や
彦
根
署
、
交
通
安
全

協
会
と
も
情
報
を
共
有
し

て
お
り
、
民
間
企
業
で
も

講
習
が
あ
る
と
彦
根
署
か

ら
も
聞
い
て
い
る
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
協
力
も
得
て
、
高

齢
者
へ
の
交
通
安
全
講
習

も
含
め
、
調
整
を
し
て
い
き

た
い
。

ら
れ
る
ほ
ど
当
然
、
事
業

展
開
が
有
利
に
で
き
る
。
し

か
し
、
地
元
交
渉
が
難
航

す
れ
ば
、
用
地
買
収
費
が

上
が
り
、
事
業
費
も
当
然

か
さ
む
。
そ
の
よ
う
な
算
定

が
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
、
今
、
事
業
費
を
示

す
の
は
難
し
い
と
思
う
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
具
体
的
な

金
額
は
一
定
算
定
し
な
が
ら

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
組
ん

で
い
る
が
、
今
後
、
県
と
協

議
す
る
中
で
実
現
性
を
図

り
な
が
ら
、
一
定
の
時
期
に

は
議
会
に
も
示
せ
れ
ば
と

思
う
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
件
は
、
意

見
と
し
て
う
か
が
っ
て
お
く
。

転
出
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
一

定
の
ニ
ー
ズ
は
存
在
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

問 

尼
子
駅
周
辺
宅
造
事
業
は
膨
大
な
費
用
、

 

住
民
の
意
向
調
査
が
必
要
で
は

答  

い
ま
概
算
費
用
提
示
は
難
し
い

 

一
定
の
需
要
は
あ
る
と
考
え
る
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一般質問

福原　守 議員

問 障害者4級保持者
　 医療費負担廃止のその後は
答  ネットワークを広げ
　　　　情報収集と発信等を継続していく

問 

6
月
議
会
で
質
問
し

た
、
身
体
障
害
者
手
帳
4

級
保
持
者
の
医
療
費
負
担

の
廃
止
に
つ
い
て
、
そ
の

後
は
、
近
隣
市
町
へ
の
聞

き
取
り
や
復
活
す
る
か
否

か
の
協
議
等
を
行
っ
た
の

か
。

　

町
民
の
た
め
の
事
業
だ

と
思
う
が
、
県
や
近
隣
市

町
が
実
施
し
て
い
な
い
か

ら
と
言
っ
て
廃
止
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
意
見
は
。

問 

一
般
質
問
に
対
し
て

「
協
議
し
ま
す
。」・「
検
討

し
ま
す
。」
と
い
う
回
答
を

耳
に
す
る
が
、
本
町
で
は

質
問
内
容
の
管
理
等
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
協
議
や
検
討
内

容
の
結
果
に
つ
い
て
、
質

問
者
に
報
告
し
た
の
か
否

か
の
管
理
等
は
行
っ
て
い

る
か
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
町
民

の
代
表
と
し
て
質
問
し
て

い
る
。
私
た
ち
が
、
そ
の

回
答
を
待
つ
よ
う
に
、
町

民
は
私
た
ち
の
回
答
を

待
っ
て
い
る
の
で
速
や
か

に
報
告
を
。

答 

近
隣
市
町
の
状
況
の
変

化
は
な
い
。
協
議
を
し
た

中
で
復
活
は
考
え
て
い
な
い

が
、
本
町
の
福
祉
医
療
全

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

情
報
収
集
と
発
信
等
を
継

続
し
て
い
く
。

　
事
業
、
施
策
は
近
隣
市

町
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

近
隣
の
状
況
を
参
考
に
し
、

事
業
の
必
要
性
、
費
用
対

効
果
、
町
の
施
策
等
の
方

向
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。

答 

現
在
、
総
務
課
の
手
元

で
記
録
管
理
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
メ
モ
等
は
あ
る
が
、
記

録
管
理
に
つ
い
て
、
今
現
在

で
き
て
い
な
い
。

問 

議
員
質
問
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　

進
捗
管
理
等
は

答  

現
在
、
管
理
は
行
っ
て
い
な
い

議会の様子
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一般質問

山田　光義 議員

問 様々な
　　ハラスメントについて
答  具体的な防止対策について
　　　　　特に細部まで規定したものはない

問 

様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
な
く
す
た
め
の
本
町

と
し
て
の
具
体
的
な
防
止

対
策
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

事
案
が
発
生
し
た
場
合
の

対
策
は
あ
る
の
か
。

答 

ま
ず
は
職
員
間
に
お
け

る
適
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
の
が
必
要
と
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
と
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
職
員

個
人
の
尊
厳
、
能
率
の
発

揮
、
快
適
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
職
場
環
境
を
損
な
う

も
の
と
考
え
て
い
る
。
許
す

こ
と
な
く
厳
正
に
対
応
し

て
い
く
。

問 

2
0
1
6
年
4
月
1

日
か
ら
障
害
者
差
別
解
消

法
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
国

及
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
の
必
要
か

つ
合
理
的
な
配
慮
に
関
す

る
環
境
の
整
備
は
各
部
署

に
お
い
て
で
き
て
い
る
の

か
。

　
副
町
長
を
ト
ッ
プ
に
し

て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委

員
会
に
よ
る
対
応
と
い
う

こ
と
を
定
め
て
お
り
、
研
修

に
つ
い
て
も
適
宜
開
催
を
し

て
い
る
。
職
員
が
十
分
に

能
力
を
発
揮
出
来
る
よ
う

に
、
よ
り
よ
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

研
修
の
内
容
や
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
あ
り
か
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
し
っ
か
り
と
職
員
間

の
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
く
。

答 

3
月
議
会
の
質
問
以
降
、

特
に
変
わ
っ
た
所
は
な
い
。

現
状
を
再
確
認
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
去
年
、
町
公
民
館
に
お

い
て
、
障
害
者
の
ス
ペ
ー
ス
、

プ
ラ
ス
思
い
や
り
駐
車
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
。
ま
た
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
ト
イ
レ
の
整

備
も
し
て
い
る
。

　
窓
口
対
応
で
は
声
か
け

を
し
、
筆
談
の
対
応
を
す
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
点
字

に
関
し
て
は
、
現
在
、
役
場

の
業
務
に
対
し
て
、
細
か
い

点
字
の
資
料
等
は
作
っ
て

い
な
い
が
、
県
が
作
成
し
て

い
る
点
字
資
料
は
置
い
て
い

る
。

問 

障
害
者
差
別
解
消
法
の
推
進
は

答  「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

　

 

関
す
る
職
員
対
応
要
領
」
に
よ
り
対
応

役場公民館前
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一般質問

藤居　吉也 議員

問 水道施設等
　　災害予防対策は
答  地震時、震度６強の耐震性能有り

問 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
災

害
予
防
対
策
に
つ
い
て
、

水
道
施
設
、
特
に
災
害
時

に
お
け
る
飲
料
水
の
確
保

を
図
る
た
め
、
応
急
給
水

拠
点
と
な
る
配
水
池
や
浄

水
場
の
耐
震
化
の
状
況
は

ど
う
か
。

答 

耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
、
正
楽
寺

配
水
池
、
呉
竹
に
あ
る
浄

水
池
、
ポ
ン
プ
棟
、
管
理

棟
に
つ
い
て
、
耐
震
基
準
の

分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
レ
ベ

問 

現
在
、
消
防
車
両
は

タ
ン
ク
車
を
含
め
て
２
両

あ
る
が
、
各
車
両
の
耐
用

年
数
と
乗
り
換
え
の
予
定

は
い
つ
ご
ろ
か
。

答 

い
す
ゞ
製
の
消
防
ポ
ン

プ
車
と
日
野
製
の
消
防
タ

ン
ク
車
の
2
台
を
保
有
し

て
お
り
、
1
つ
目
の
い
す
ゞ

製
は
、
平
成
11
年
12
月
に

購
入
で
25
年
経
過
、
日
野

製
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

9
月
に
購
入
で
、
約
17
年

が
経
過
を
し
て
い
る
。

　
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、

20
年
と
さ
れ
て
い
る
。
乗

り
換
え
つ
い
て
は
、
前
々
か

ら
消
防
団
の
方
と
も
懸
案

の
事
項
に
な
っ
て
い
て
、
補

助
金
の
関
係
も
あ
り
、
来

年
度
に
は
予
算
化
を
し
て

い
き
た
い
。

ル
2
の
地
震
時
、
震
度
6

強
に
対
応
す
る
耐
震
性
能

を
満
た
し
て
い
る
。

　
正
楽
寺
配
水
池
に
つ
い

て
は
、
耐
震
基
準
の
見
直

し
に
よ
り
正
楽
寺
配
水
池

の
山
の
直
下
で
万
が
一
、
レ

ベ
ル
2
の
震
度
6
強
が
起

き
た
場
合
、
一
部
破
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
結

果
を
得
て
い
る
た
め
、
そ
こ

の
補
強
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

問 

消
防
車
両
の
耐
用
年
数
及
び

 

乗
り
換
え
は

答  

来
年
度
に
は
、
乗
り
換
え
の
予
算
化

上水道正楽寺配水池
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紅
葉
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
が
、
あ
の
9
月
に
発

生
し
た
各
地
で
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
被
害
や
河
川
の
氾

濫
に
よ
る
災
害
が
、
本
当
に
他
人
事
で
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
自
然
災
害
の
怖
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
8
月
、
9
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
は
沢
山
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
あ
の
メ
ダ
ル
の
多
さ
に
は
ビ
ッ
ク
リ

で
し
た
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
障
害
を
持
つ
人

の
あ
の
頑
張
り
に
は
皆
が
勇
気
と
感
動
を
も
ら
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
勇
気
と
感
動
だ
け
で
な
く
、

自
分
自
身
が
障
害
を
持
つ
人
へ
の
気
配
り
、
心
配
り

を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

12月定例会の予定
～議会を傍聴してみませんか～

なお、都合により日程
が変更になる場合がご
ざいます。
会期日程、議会会議録
などは、ホームページ
でも公開しています。

見
や

す
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。

き

が

と

あ月　日 内　　容

12月3日

5日

6日

10日

13日

全員協議会

開会・一般質問

一般質問（予備日）

委員会（予備日）

閉会

発
行
責
任
者

　
　
　
　
　議
　
　
長
　
丸
山
　
恵
二

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員

長
　
小
森
　
正
彦

副
委
員
長
　
福
原
　
守
　

委
　
　
員
　
山
田
　
光
義

藤
居
　
吉
也

木
村
　
誠
治

VOICE
町民の声　Episode.7

議会だよりへのご意見議会だよりへのご意見
●ご覧になられた感想は

　2023年5月発行の第101号よりリニュー

アルされた議会だよりは、大きく書かれたテー

マが目を引き、内容はわかりやすく簡潔にまと

められていて、とても読みやすいと思います。

●興味ある記事は

　防災関係と、子育てしやすい環境づくりに興

味があります。

●町・町議会への提案

　子どもたちの笑顔があふれる町。環境や時代

の変化にあわせて、柔軟に進化していく甲良町

にしてください。

氏　名　小島　つや子さん（在士）

こ じま こ

　令和6年10月1日より、教育委員に就任

することになりました。微力ながらこれまで

の経験をいかし、また想像力を持って尽力し

て参ります。今後とも、町民のみなさまのご

支援ご協力をお願い申し上げます。

(
山
田
光
義
)


